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1花 園天皇の御影について

花
園
天
皇
に
は
四
鮎
の
書
像
が
敷
え
ら
れ
る
。

御
物
天
皇
影
巻
中
の
御
影
、

梅
津
長
幅
寺
所
藏
の
御
影
、

妙
心
寺
傳
藏
の
御
影
二
で
あ

る
。
天
皇
影
巻
は
藤
原
爲
信
、
豪
信
の
父
子
に
よ
つ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
御
影
は
天
皇
在
位
の
折
の
御
姿
で
あ
つ
て
、
御
風
貌
も
い

と
け
な
く
、
ま
た
長
幅
寺
の
御
影
は
豪
信
法
印
の
描
い
た
書
像
で
あ
る
が
、
落
飾
後
の
御
影
で
あ
つ
て
、
そ
の
哀
賛
か
ら
暦
鷹
元
年
四
十
二

戯
の
折
の
御
姿
で
あ
る
の
が
剣
る
。
妙
心
寺
傳
藏
の
御
影
に
つ
い
て
は
、
年
代
を
正
確
に
は
明
か
に
爲
難
い
が
、
そ

の
御
容
姿
に
は
堂
々
た

る
風
格
が
見
ら
れ
て
、
四
貼
の
蓋
像
の
う
ち
で
は
最
晩
年
に
當
る
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
妙
心
寺
に
お
け
る
い
ま

一
幅
の
御
影
は
前

者
の
臨
寓
本
で
あ
つ
て
、
室
町
時
代
の
優
れ
た
書
像
で
あ
る
。

四
貼
の
御
影
は
い
ず
れ
も
著
名
な
書
像
で
あ
つ
て
、
夙
く
か
ら
先
學
の
研
究
も
登
表
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
妙
心
寺
傳
藏
の
御
影
に
つ
い

て
は
、
比
較
的
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
爲
で
も
あ
ろ
う
、
先
學
と
く
に
美
術
史
家
の
問
に
そ
の
研
究
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

然
し
こ
の
御
影
は
極
め
て
俊
秀
な
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
後
期
に
お
い
て
は
屈
指
の
書
像
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
藪
に
そ
の
紹
介
を
象
ね

て
私
見
の

一
端
を
記
し
、
且
つ
は
こ
の
機
會
に
、
花
園
天
皇
御
影
に
最
も
深
い
關
係
を
示
す
檜
師
豪
信
に
つ
い
て
、
知
見
の
概
略
を
纒
め
て
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置

き

た

い
と

思
う

。

二

妙
心
寺
傳
藏
の
御
影
は

「
正
法
山
誌
」
に
も
明
か
な
如
く
、
鏡
の
御
影
と
い
わ
れ
、
夙
く
か
ら
天
皇
御
自
筆
の
蓋
像
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
花
園
天
皇
が
李
常
と
く
に
檜
書
に
親
ま
れ
た
こ
と
は
、

「花
園
院
哀
記
」
の
随
所
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
同
記
に
は
御
自
身

で
描
か
れ
た
ス
ケ
ツ
チ
風
の
挿
檜
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
御
影
は
極
め
て
見
事
な
も
の
で
あ
つ
て
、
本
格
的
な
修
業
を
経
た
書
家
の
手
に
な

㈲

 る
こ
と
を
思
わ
し
め
る
。
絹
本

一
鋪
縦

一
二
五

・
五
横

一
一
六

・
五
糎
の
大
幅
で
あ
り
、
ほ
ぼ
等
身
に
近
い
書
像
で
あ
る
黙
に
注
意
さ
れ
る

が
、
上
部
に
は
、

傳
如
來
正
法

坐
玉
鳳
琿
宮

稽
首

花
園
帝
萬

年
護
日
東

妙
心
寺
住
持
雪
江

依
所
望
書
之

と
あ
る
後
花
園
天
皇
の
哀
賛
が
あ
り
、
賛
意
の
如
く
こ
の
哀
賛
は
雪
江
宗
深
の
所
望
に
よ
つ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(第

一
圖
)
。

御
影
は
ま
さ
に
正
像
と
葬
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
黄
衣
を
召
さ
れ
、
'珠
敷
を
手
に
し
て
端
坐
さ
れ
た
御
姿
で
あ
る
が
、
黄
衣
、
指
貫
等
に

見
え
る
線
描
は
極
め
て
直
裁
な
も
の
で
あ
り
、
細
線
を
以
て
愼
重
に
描
い
た
御
風
貌
の
寓
實
に
は
内
面
的
な
氣
魂
さ
え
窺
わ
れ
て
、
病
氣
に
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図一第

悩

み
が

ち

で

い
ら

れ

た

と

い
う

晩
年

の
御

様

子

す

ら
が

、

そ

の
俊

敏

な
御

容
姿

の
う

ち

に
感

じ
ら

れ

る

よ
う

で

あ

る
。

現

在
、

註

像

の
全

面

に

や
や

激

し

い
修

正

の
あ

と

を
示

し

て

い
る

が
、

原

諜

の
趣

は

な

お

よ
く

窺

わ

れ

る

の
で

あ

つ
て
、

袈

裟

に
目
即
え

る
印

象

的

な
唐

草

文

や
蝶

耗

文

の
あ

る
指

貫

02
自
群

、

更

に
は
手

に

さ
れ

た
珠

数

の
所

々

に
残

さ

れ

た
庭

し

い
金

具

の
金

泥
等

、

も

と

は
直

戯

な
筆

致

の

う
ち

に
も

蝦
麗

な
彩

色

を
示

し

た
鼓

傑

賦c
あ

つ
た

の
が

解

る
。

こ

の
御

影

が

黄

衣

に

袈
裟

を
召

さ

れ

た
等

身

に

近

い
慌

僚

で

あ

る

に
見

て
、

直

ち

に

思

い
合

さ

れ

る

の
は

「
園

太

.暦

」

の

記
載

で
あ

る
が

、

そ

の
観

鷹

.兀
年

九

月

十

一
日

の
條

に
、
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抑
今
日
花
園
院
御
月
忌
也
、
彼
御
影
梅
津
大
梅
山
道
絞
和
尚
預
置
、
大
略
構
御
塔
頭
云
々
、
日
來
有
参
葬
之
志
、
去
月
欲
参
之
庭
、
不
途

本
意
、
働
今
日
参
舞
也
、
狩
衣
直
衣
、
八
葉
車
、
懸
下
簾
、
下
部
等
直
垂
也
、
,光
煕
朝
臣
、
伸
康
、
紀
定
景
等
在
共
、
又
前
大
納
言

(實

　　
こ

守
)、
春
宮
大
夫

(實
夏
)
同
車
、

又
守
賢
朝
臣
同
令
乗
車
後
也
、
先
於
客
殿
柳
此
談
之
後
、

参
御
影
堂
焼
香
、
和
尚
暴
帳
壼
帷
、
宛
如

葬
現
存
龍
顔
、
哀
哉
々
々
、
此
御
影
者
御
在
存
之
間
、
御
眼
鼻
以
下
不
違
寸
分
、
忠
季
卿
奉
篤
之
、
即
御
自
身
開
眼
御
等
身
、
香
御
衣
、

御
袈
裟
、
御
指
貫
也
、

と
あ
つ
て
、
何
庭
か
ら
と
も
明
か
で
な
い

(或
は
妙
心
寺
か
ら
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
)
が
、
観
慮
元
年
の
頃
、
長
幅
寺
月
林
道
鮫
の
も

と
に
預
け
ら
れ
て
い
た
書
像
が
あ
り
、
そ
の
御
影
が
御
等
身
、
香
御
衣
、
御
袈
裟
、
御
指
貫
で
あ
る
の
は
、
極
め
て
妙
心
寺
現
藏
の
御
影
に

近
似
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
か
る
關
係
か
ら
爾
者
御
影
の

一
致
を
い
ち
早
く
指
摘
さ
れ
た
の
は
中
村
直
勝
博
士
で
あ
つ
て
、
博
士
は
そ
の

論
文

「花
園
天
皇
御
傳
」

(花
園
天
皇
六
百
年
御
聖
諦
記
念
出
版

「
花
園
天
皇
の
御
芳
燭
」
に
掲
載
)
の
中
に
精
し
く

「園
太
暦
」
の
記
載

を
説
か
れ
、

然
ら
ば
梅
津
に
は
豪
信
の
描
き
奉
り
し
も
の
の
外
に
、
忠
季
卿
の
書
篤
せ
る

一
軸
が
別
に
存
し
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
れ

ら
し
き
も
の
は
現
存
せ
ず
。
或
は
い
ま
妙
心
寺
に
傳
ふ
る
も
の
邸
ち
公
賢
の
奉
葬
せ
し
も
の
に
非
る
か
。
園
太
暦
仔
細
の
記
事
現
存
の
寅

影
と
吻
合
す
る
や
に
思
は
る
る
が
故
に
、
併
記
し
て
識
者
.の
是
正
を
乞
は
ん
と
す
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
誠
に
當
を
得
た
推
論
で
あ
つ
て
、
筆
者
も
ま
た
鏡
の
御
影
が
こ
の
時
代
に
お
け
る
代
表
的
な
書
像
で
あ
り
、
そ
の
爲

照
性
に
は
自
ら
豪
信
法
印
と
は
異
な
る
性
格
が
見
ら
れ
、
且
つ
は
か
く
の
如
き
堂
々
た
る
正
像
が
當
時
他
に
も
存
在
し
て
い
た
と
は
到
底
考

え
難
い
等
の
鮎
か
ら
、
中
村
博
士
の
推
論
に
賛
同
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
た
だ
中
村
博
士
は
筆
者
忠
季
卿
に
つ
い
て
、

「洞

院
公
守
の
曾
孫
に
し
て
正
二
位
槽
大
納
言
に
至
つ
た
人
で
あ
る
が
、
檜
を
よ
く
す
る
事
は
他
に
所
見
が
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

「看
聞

御
記
」
慮
永
廿
五
年
六
月
廿
七
日
の
條
起
、
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抑
召
番
匠
令
造
作
、
常
御
所
與
庸
相
合
中
柱
撤
之
、
立
三
枚
障
子
、
此
障
子
者
萩
原
殿
御
障
子
也
、
糟
花
園
院
震
筆
、
又
裏
辻
忠
季
卿
等

相
交
、
色
紙
形
薯

澆

畿

法
墾

御
筆

彼
是
轟

秘
藝

撃

也
、
灘

襯

鴻
但
破
損
了
可
加
髭

琶

と
あ
る
ほ
か
、
永
享
八
年
十
月
十
五
日
の
條
に
も
、

抑
伏
見
殿
障
子
色
紙
檜
召
寄
、
常
御
所
障
子
五
間

二
押
之
、
檜

ハ
花
園
院
哀
筆
、
忠
季
卿

(裏
辻
大
納
言
)
筆
等

也
、
色
紙

パ
青
蓮
院
二

品
親
王

(尊
圓
)
御
筆
、
萩
原
殿
御
障
子
色
紙
紬
、
秘
藏
々
々
者
也
、

と
あ
っ
て
、
忠
季
卿
は
花
園
法
皇
の
御
座
所
萩
原
殿
の
障
子
に
鶴
鶏
等
の
糟
を
法
皇
と
共
に
描
い
て
い
た

(色
紙
の
詩
は
尊
圓
法
親
王
筆
)

の
で
あ
る
。
從
つ
て
當
時
に
お
い
て
は
恐
ら
く
畜
技
を
以
て
公
家
の
間
に
知
ら
れ
た
人
で
あ
つ
た
ろ
う
。
た
だ
書
系
等
の
鮎
が
不
明
な
の
は

遺
憾
で
あ
る
が
、
以
上
の
記
載
か
ら
す
れ
ば
、
法
皇
の
側
近
に
あ
つ
て
然
も
爲
信
、
豪
信
等
と
は
異
な
る
系
統
の
人

で
あ
つ
た
の
が
解
る
。

「
公
卿
補
任
」
に
よ
れ
ば
、
忠
季
は
、
延
文
四
年
正
二
位
、
貞
治
二
年
正
二
位
槽
大
納
言
に
進
ん
だ
人
で
あ
り
、
貞
治
五
年
二
年
廿
二
日
に

四
十
五
歳
を
以
て
残
し
て

(頓
死
)
い
る
。
因
み
に
洞
院
公
賢
が
梅
津
に
御
影
を
拝
し
た
時
は
、
正
三
位
罐
中
納
言

で
あ
り
廿
九
歳
の
時
で

あ
つ
た
。

以
上
の
如
く
妙
心
寺
の
鏡
の
御
影
は
、

「園
太
暦
」
記
載
の
書
像
に
酷
似
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
中
村
博
士
も
推
論
さ
れ
る
如
く
、
裏

辻
大
納
言
忠
季
の
描
い
た
書
像
で
あ
ろ
う
公
算
の
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
其
後
こ
の
御
影
が
何
時
の
頃
か
ら
妙
心
寺

玉
鳳
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
の
か
、
或
は
安
置
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
か
は
、
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
経
過
を
明
か
に
爲

難
い
。
妙
心
寺
側
の
資
料
と
し
て
は
、
享
豫
二
年
に
お
け
る
花
園
法
皇
の
御
物
目
録
に
は

「
花
園
院
御
自
筆

尊
像
」
と
あ
る
が
、
観
鷹
二

年
の
目
録
に
は
記
載
が
な
く
、
鏡
の
御
影
に
關
し
て
は
、

「
正
法
山
六
租
傳
」
衡
梅
雪
江
深
縄
師
の
項
に
、

京
師
陥
兵
已
來
、
華
蓋
蒙
塵
有
年
此
、
上
皇

(後
花
園
)
偶
々
聞
華
園
玉
鳳
院
有
親
筆
尊
容
燈
子
、
詔
而
迎
之
於
行
在
所
、
七
日
供
養
、

鍵

轟

菖

、
傳
如
歪

法
、
坐
玉
鳳
讐

稽
墓

園
帝
、
葎

鎭
量

騒

其
後
貝

依
怨

簿

雪
江
望
童日之
難

噸
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又
開
山
塔
蔑

奎

函
、
上
披
簸

箋

驚
嘆
、
百

特
降
妙
心
寺
再
興
之
詔
、
左
霧

嚢

愚

廣
所
肇

也
、

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
つ
て
、
此
時
七
日
の
供
養
が
行
わ
れ
、
御
影
の
上
部
に
後
花
園
上
皇
の
哀
賛
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
著
賛
の

時
期
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
貼
も
あ
る
が
、
京
師
兵
に
階
つ
て
己
來
と
あ
る
文
意
や
、
文
明
二
年
十
二
月
廿
七
日
に
お
け
る
後
花
園
上
皇

ー
ぜ

の
崩
御
な
ど
に
見
て
、
恐
ら
く
は
磨
仁
文
明
の
交
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
て
ま
た
そ
の
文
意
か
ら
す
れ
ば
、
御
影
は
既
に
此
時
以
前

か
ら
玉
鳳
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
が
、
玉
鳳
院
に
お
け
る
御
影
と
し
て
こ
れ
が
初
見
の
資
料
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の

御
影
が
妙
心
寺
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
或
は
雪
江
宗
深
の
時
代
以
前
の
こ
と
か
ら
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
周
知
の
如
く
妙
心
寺
は

慮
永
初
年
以
降
青
蓮
院
門
跡
の
所
管
と
も
な
つ
て
荒
慶
、
永
享
年
間
に
至
つ
て
日
峰
宗
舜
、
義
天
玄
詔
等
相
次
い
で
本
寺
の
復
興
を
劃
し
た

が
、
ま
た
ま
た
鷹
仁
の
兵
齪
に
よ
つ
て

一
山
悉
く
焦
土
と
化
す
る
の
厄
に
あ
い
、
其
後
の
雪
江
宗
深
に
よ
つ
て
伽
藍

の
再
興
を
見
た
の
で
あ

る
。
從

つ
て
玉
鳳
院
の
御
影
が
假
に
日
峰
宗
舜
の
時
代
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
其
後
に
鷹
仁
の
大
齪
を
経

て
い
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
の
御
影
が
新
し
く
妙
心
寺
に
迎
え
ら
れ
今
日
に
至

つ
た
の
は
雪
江
宗
深
の
時
代
に
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

然
し
て
か
く
の
如
き
経
過
を
物
語
る
か
に
見
え
る
資
料
は
、
御
影
の
現
状
に
お
け
る
保
存
の
状
態
で
あ
つ
て
、
天
地

(
一
二
五

.
五
糎
)

の
大
き
さ
は
、
左
右

(
=

六

・
五
糎
)
に
比
し
て
甚
だ
不
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
書
像
の
上
部
に
補
絹

(約

一
・
五
糎
)
の
あ
と
を
見
る

の
は
、
何
時
の
日
か
そ
の
上
部
が
切
断
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
書
像
の
現
状
に
は
縦
に
三
條
、
横
に
敷
條

の
折
線
が
見
ら
れ
、
何

時
の
日
か
折
畳
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
御
影
が
洞
院
公
賢
の
奉
葬
し
た
書
像
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
観
鷹

元
年
の
九
月
以
降
に
か
く
の
如
く
折
畳
ま
れ
保
存
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
つ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
経
緯
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お

補
絹
の
あ
と
は
書
像
の
左
右
に
も
見
ら
れ
る
が
、
左
右
の
補
絹
は
、
書
像
の
像
容
か
ら
し
て
縮
少
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
部
の
補
絹

と
は
自
ら
そ
の
状
態
を
異
に
し
て
い
る
。

以
上
め
如
く
妙
心
寺
の
鏡
の
御
影
に
は
や
や
複
雑
な
事
情
が
介
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、

「
園
太
暦
」
の
記
載
か
ら
、
こ
の
御
影
が
裏
辻
大
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納
言
忠
季
卿
の
描
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
観
鷹
元
年
の
頃
、
梅
津
長
輻
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
蓋
像
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
に
し
て
も
、
其
後
こ

の
御
影
が
妙
心
寺
に
迎
え
ら
れ
た
年
次
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
を
假
に
日
峰
宗
舜
の
時
代
に
あ
る
と
し
て
も
、
妙
心
寺
に
お
け
る
其
後
の
状

態
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
だ
明
か
な
の
は
鷹
仁
文
明
の
交
、

つ
ま
り
は
雪
江
宗
深
の
頃
、
後
花
園
上
皇
に
よ
つ
て
御
影
の
供

養
が
螢
ま
れ
、
上
部
の
哀
賛
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
す
れ
ば
恐
ら
く
雪
江
宗
深
の
妙
心
寺
再
興
と
共
に
玉
鳳
院
の
再
建
が
見
ら

れ
、
何
庭
に
か
破
損
の
ま
ま
に
保
管
さ
れ
て
い
た
鏡
の
御
影
を
、
こ
の
時
新
た
に
迎
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

鏡
の
御
影
と
共
に
、
現
在
妙
心
寺
に
傳
え
ら
れ
る
い
ま

一
軸
の
白
描
御
影
も
ま
た
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
紙
本
縦

=
二
〇

.
○
横
六
〇

.

五
糎
の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
御
容
姿
も
上
部
の
賛
文
も
鏡
の
御
影
と
同
形
で
あ
つ
て
、
明
か
に
臨
篤
本
で
あ
る
の
が
解
る
。
賛
文
の
末
尾
に

「
右
後
花
風
院
震
翰

前
博
陸

(花
押
)
」
と
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
賛
文
の
筆
者
で
あ
つ
て
、

「
正
法
山
誌
」
は
こ
の
花
押
と
こ

の
御
影
に
つ
い
て
、

別
有

一
鐙
、
而
篤
像
井
賛
、
賛
尾
書
云
、
前
博
陸
、
下
有
華
押
、
政
本
字
也
、
蓋
未
有
木
像
時
、
作
此
副
本
、
護
元
像
損
壊
也
、
按
政
本

者
、
九
條
殿
也
、
實
作
政
基
、
基
字
不
便
押
書
、
故
用
本
字
鰍
、

と
記
し
、
筆
者
を
前
關
白
九
條
政
基
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
果
し
て
そ
の
如
く
な
ら
ば
、
こ
の
御
影
は
政
基
の
關
白
僻
任
以
後
、

つ
ま
り
は

文
明
十

一
年
二
月
廿
七
日
以
降
政
基
の
残
年

(永
正
十
三
年
四
月
四
日
)
ま
で
の
間
に
臨
模
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
花
押
に
つ
い
て

は
な
お
後
考
の
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
花
押
は
時
に
よ
り
激
し
い
攣
化
を
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
賛
文
の
花
押
は
他
の
政
基

の
花
押

(例
え
ば
随
心
院
の
成
身
院
宛
文
書
な
ど
に
見
え
る
)
と
は
著
し
く
形
態
を
異
に
す
る
の
で
あ
つ
て
、

「
正
法
山
誌
」
の
説
に
は

一

磨
疑
黙
が
有
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
書
像
の
筆
致
は
明
か
に
室
町
時
代
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
文
明
明
鷹
の
頃
に
置

㈲

く
と
し
て
豪
も
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
臨
篤
本
で
あ
る
と
は
い
え
、
高
い
書
品
が
あ
つ
て
、
こ
の
時
代
の
優
秀
な
大
和
檜
肯
像
書
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
。
な
お
上
掲
の

「
正
法
山
誌
」
に
、
未
有
木
像
時
と
あ
る
木
像
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
玉
鳳
院
現
存
の
御
影
を
い
う
の
で
あ
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つ
て
、
そ
の
御
影
は
大
佛
師
左
京
康
智
法
眼
の
製
作
に
な
る
木
像
で
あ
る
。

三

長
幅
寺
に
所
藏
さ
れ
る
御
影
の
筆
者
豪
信
法
印
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
が
装
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
震
賛
に
も
記
さ
れ
る
如
く

爲
信
の
子
で
あ
つ
て
、
藤
原
信
實
の
家
系
に
つ
な
が
る
書
像
の
名
手
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
藤
原
信
實
は
、
鎌
倉
前
期
に
お
い
て
肯
像
書
の

世
界
に
新
し
い
境
地
を
開

い
た
人
で
あ
り
、
中
殿
御
會
圖

(模
本
)
、
随
身
庭
騎
圖
巻

(大
倉
集
古
舘
藏
)、
後
鳥
羽
天
皇
影

(水
無
瀬
聯
肚

藏
)
等
が
そ
の
書
蹟
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。

然
し
て

そ
の
作
風
は
家
系
に
お
い
て
爲
織
、

伊
信
と
傳
え
ら
れ
、
爲
信
、
豪
信
に
至
つ
て
い

る
。
長
輻
寺
御
影
に
お
け
る
新
鮮
な
寓
實
と
輕
快
な
筆
致
は
、
信
實
の
書
風
を
更
に
議
展
せ
し
め
た
も
の
で
あ
つ
て
、
似
櫓
の
眞
骨
頂
を
示

し
た
書
像
で
あ
る
。

然
し
豪
信
法
印
の
生
涯
は
必
ず
し
も
明
か
で
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
資
料
と
し
て
は
、
多
《
の
先
學
が
引
用
さ
れ
る
如
く
、

「花
園

院
哀
記
」
「園
太
暦
」
「
門
葉
記
」
等
の
記
載
に
よ
る
ほ
か
な
い
が
、

い
ま

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
つ
て
豪
信
の
活
動

を
見
る
な
ら
ば
、

ま
つ

「花
園
院
哀
記
」
元
鷹
二
年
九
月
八
日
の
條
に
、
伏
見
天
皇
の
御
影

(彫
刻
)
を
臨
篤
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。
模
寓
は
梅
尾
御
影
堂
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
出
來
が
悪
く
、
記
載
に
律
師
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
豪
信
の
青
年
時
代
で
あ
り
、
書
技
も
い
た
ら
ぬ
頃

の
こ
と
か
と
想
像
さ
れ
も
す
る
。
次
い
で

「
門
葉
記
」
門
主
行
状
の
項
の
嘉
暦
元
年
九
月
廿
五
日
に
、
慈
鎭
の
影
供
が
始
行
さ
れ
、
そ
の
爲

に
豪
信
僧
都
は
小
島
殿
の
慈
鎭
影
を
篤
し
て
い
る
。
如
何
な
る
形
式
の
書
像
で
あ
つ
た
の
か
知
る
由
も
な
い
が
、
慈
鎭
の
書
像
と
し
て
は
、

賛
文
は
な
い
が
、
今
日
青
蓮
院
に
傳
え
ら
れ
る

一
軸
が
最
も
古
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
豪
信
は
暦
鷹
元
年
九
月
に
長
福
寺
の
花
園
法
皇
影
を
描

㈹

 き
、
次
い
で

「園
太
暦
」
貞
和
四
年
十

一
月
廿
七
日
の
條
で
は
、
そ
の
前
年
に
行
わ
れ
た
風
雅
集
の
寛
宴
を
描
く
た
め
、
洞
院
公
賢
と
民
部

卿
公
泰
の
影
を
窟
し
て
い
る
。
以
上
の
ほ
か
、
豪
信
の
宗
内
に
お
け
る
動
静
と
し
て
は
、

「
門
葉
記
」
の
熾
盛
光
法
、
長
日
如
意
輪
法
、
勤
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第_図

わ
さ
と
か
や
う
に
こ

く
る
し
か
ら
ぬ
御
事

京
、極
殿
御
影
新
調
箏

當
寺
之
再
興
家
門
之
擁
護

に の
候 み

申
候

記

等

の
項

に
、

元

慮

元

年

か
ら

貞

和

三

軍

に
至

る
十

数

度

の
法

會

に
助

修
或

は

讃

衆

と

し

て

の
参

列

が

知

ら

れ
、

そ

の
法

會

の
導
師

が

多

く

の
場

合

尊
圓

法

親

王

で
あ

る

に
見

て
、

天

台
宗

内

に

お
け

る
豪

信

は
と
く

に
尊

圓
法

親

王

に
師

事

す

る
と

こ
ろ

で
あ

つ
た

か
と

思

わ

れ

る
。

か

く

の
如

く
豪

信

は
、

「
花

園

院
震

記
」
「
園

太
暦

」
「
門

葉

記
」

等

の
記
載

に

よ

つ
て
、

元
憲

.垢
管

(
二

一二

九
)
か

ら
貞

和

四
年

(
一
三

四

八
)

ま

で

の
動

静

が

知

ら

れ
、

其

間

豪

信

は
、

律

師

、

法

印
、

灌

大
璽

都

等

の
僧
位

を
以

て
呼
ば

れ

て

い
る
が
、

こ

れ
ら

の

僧
位

は
宗

内

に

お

け

る
豪

信

の
昇

進

過
程

を

示

す
も

の
と

し

て

よ

い
で

あ
ろ

う
。

豪

信
が

肯
傑

諜

の
名

手

と

し

て
知

ら

れ

た

こ
と

は
、

上
掲

の
資

料

が

誌
僚

に

關

す

る

記
載

の

み
で
あ

る

こ
と

か
ら

も
察

し
ら

れ

る
が
、

ま

た
近

衛

家
文

書

の

一
通

に
そ

の
消

息

を
傳

え

る
も

の
が

あ

る
。

こ

の
文

詐

は
書

状

案

と

見

ら

れ

る

も

の

で
あ
り

(第

二
圖

)
、

か

つ
て
臓

時

中
、

京

都
大

學

に
お

い
て
故

堀

部

正

二

氏

の
厚

意

か
ら

見

る
を
得

た

の
で

あ

"、9
が
、

そ

の
井
状

案

は
、
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共
以
嘉
瑞
之
至
愚
敷
候

可
被
安
置
御
念
講
堂
事
候

次
豪
信
信
正
事
廣
橋

一
家
之
口
候
就
本
願
御

篤
眞
奇
特
無
隻
之
仁
候

彼
影
之
事
同
被
致
興
行

之
由
尤
可
然
候
也

康
口
三

三
月
口
日

別
當威

口
院
櫓
正
御
房

と
到
讃
さ
れ
、
筆
者
並
に
宛
名
を
明
か
に
爲
難
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
本
願
篤
眞
奇
特
無
隻
之
仁
と
あ
る
黙
に
豪
信
の
書
名
が
窺
わ
れ
て

興
味
が
深
い
。
康
口
三
と
あ
る
年
次
は
こ
の

一
文
の
書
風
か
ら
し
て
も
、
康
永
或
は
康
暦

(
こ
の
年
は
二
年
で
絡

つ
て
い
る
が
)
の
頃
で
あ

oo

ろ
う
が
、
京
極
殿
御
影
新
調
の
こ
と
と
あ
る
京
極
殿
を
、
元
弘
二
年
に
麗
じ
た
爲
兼
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
康
永
三
年
が
ふ
さ
わ
し
く
も
思
え

る
。
な
お
こ
の
文
書
に
は

一
二
疑
問
の
黙
が
あ
つ
て
、
豪
信
信
正
と
あ
る
の
は
そ
の
晩
年
櫓
正
と
も
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
さ

豪
信
を
廣
橋
家
の
人
と
し
た
の
は
初
見
の
資
料
で
あ
り
、
後
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
書
状
案
は
、
そ
の
傳
來
、
書

様
よ
り
す
る
も
到
底
疑
文
書
と
は
成
し
難
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容
に
は
今
後
の
研
究
に
俊
つ
べ
き
黙
が
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ぜ

　

く

ゐい

豪
信
の
書
蹟
に
は
、
今
日
、
長
幅
寺
所
藏
の
御
影
、
天
皇
影
巻
中
の
二
天
皇
影
、
御
物
撮
關
影
、
同
大
臣
影
等
の
書
巻
の
ほ
か
、

一
二
の
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耀
羅
黛薪

垂

◎

ゾ
鍵

翼 ・讐.

響 噛

筏
、ゐ 講 吼

滋ン諺

'

。

、

＼

∵
㌻
∴
肇
峯
篠

し
髭

ジ
髭

む
匠
ド
零

▼

マ
、♂

灘

、

・

・

邸

 `
を
い
郵
壱

㌶

織嚢
≧

図三第

傳
構
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
天
皇
影
、
撮
關
影
、
大
臣
影
の
三
巻
は
も
と
曼
殊

院
に
藏
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
興
味
深
い
畜
蹟
で
あ

る
が
、
三
巻

一
具
を
な

す
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
蓋
髄
に
は
同
型
の
手
法
が
見
ら
れ
る
。
從

つ
て
豪
信
の
書
蹟
は
、

こ
の
時
代
の
作
家
と
し
て
は
遺
品
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
攣
化

に
乏
し
い
恨
み
が
な
く

も
な
い
。
然
し
長
幅
寺
の
御
影
に
示
さ
れ
た
清
新
な
作
風
は
濁
特
の
境
地
を
示
す
も
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
御
影
の
み
に
お
い
て
も
、
豪
信
の
書
名
を
高
か
ら
し
め
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
傳
構
作
品
の

一
二
に
つ
い
て
は
極
め
て
根
壕
の
薄
弱
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
い
う
べ

き
黙
も
な
い
が
、
こ
こ
に
書
蹟
の
末
尾
に
附
し
て
、
推
定
の
上
で
極

め
て
有
力
な
背
景
を
有

⑯

つ

「児
縮
」

一
巻
に
つ
い
て
記
し
て
置
き
た
い
。
こ
の

一
巻
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て

「佛
敏

藝
術
」
誌
上

(十
三
號
)
に
も
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
登
内
微
笑
氏
の
所
藏
に
な
る

江
戸
時
代
の
模
本

一
巻
で
あ
つ
て
、
稚
見
の
姿
を
描
い
た
肖
像
圖
巻

(第
三
圖
)
で
あ
る
。

い
ま
稚
児
の
圖
上
に
見
え
る
記
入
を
列
睾
す
れ
ば
、

十
五

彦 幸 慶 安

躰
文
保

二

真

傭
二

套

備
二

太菊
誰

二

出
家
尋
慶

出
家
詮
響

出
家
道
増

一兀
服
中
原
師
ラ
ロ

元
服
藤
原
貞
泰
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氣 佳 慶

徳 々
延十 延十
文六 文九
兀 兀

音

中 秋 御 登 彌 賀
千

將 賀 房 々 代 々
嘉十 正十 元十 元十 元十 元十
暦九 中七 亨五 亭六 亨七 亨九
元 二 四 二 二 二

皐

影

千
阿
荷
文十
保七

出
家
良
俊

出
家
敏
雅

出
家
泰
深

出
家
泰
運

出
家
奉
春

出
家
房
守

出
家
俊
重

後
遁
世

出
家

出
家
泰
源

出
家
顯
熈

と
あ
つ
て
、
文
保
二
年
か
ら
延
文
元
年
ま
で
に
出
家
或
は
元
服
を
途
げ
た
稚
児

(原
本
で
は
更
に
多
く
の
稚
見
が
見
ら
れ
た
も
の
に
相
違
な

い
、
ま
た

名
の
下
に
記
入
が
な
い
の
は

原
本
の
損
傷
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
)
の
姿
で
あ
る
が
、
出
家
後
の
稚
見

の
名
の
う
ち

孚
敷
以
上
が

「
門
葉
記
」
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
台
宗
に
お
け
る
稚
見
を
描
い
た

一
巻
で
あ
る
の
が
解
る
。
然
も
こ
れ
ら

の
稚
兇
の
う
ち
敷
人
は
、

そ
の
出
家
後
、
豪
信
と
は
同
じ
法
會
に
参
列
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
尋
慶
、
良
俊
、
泰
深
等
は

一
度
な
ら
ず
豪
信
と
の
同
席
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の

一
巻
の
兇
給
は
、
そ
の
原
本
を
豪
信
の
書
蹟
と
す
る
の
に
極
め
て
可
能
な
條
件
を
有
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
模
本
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の
こ
と
で
は
あ
り
、
描
法
の
上
で
の
比
較
は
も
と
よ
り
愼
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の

一
巻
が
肖
像
書
巻
で
あ
り
、

且
つ
は
豪
信
と
共
に
修

行
の
時
代
を
迭
つ
た
稚
見
の
姿
で
あ
る
黙
に
、
強
く
豪
信
書
蹟

へ
の
推
定
が
可
能
覗
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
こ
の
見
絶

一
巻
を
見
る
に

つ
け
て
も
、
そ
の
少
年
時
代
を
稚
見
と
し
て
過
し
た
で
あ
ろ
う
左
京
灌
大
夫
の
息
豪
信
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

註
ω(2)(3)(6)(5)(4)〔7)

天
皇
影
巻
が
爲
信
、
豪
信
の
父
子

に
よ

つ
て
描
か
れ
た
こ
と
は
、

そ
の
奥
書

に
よ
る
。
奥
書

に
は
、

此

一
弱
爲
信
卿
筆
也

但
奥

二
代
豪
信
法
印
奉
書
之

謹
本
也
不
可
出
闘
外
之
也

銘
行
ヂ
卿
筆
也

(花
押
)

奥

二
代
加
愚
筆
也

と
あ
る
が
、

そ
の
書
様

と
花
押
の
態
か
ら
は
奪
圓
法
親
王
の
筆
蹟
で
あ
ろ
う
公
算
が
大
き
い
。

奥

二
代

と
あ
る
の
は
、

圖
巻
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
花

園
、
後
醍
醐

の
二
帝
で
あ
る
が
、
現
状
必
ず
し
も
原
形

を
傳
え
る
も
の
で
は
な
く
、
今
上
御
影
が
中
央
に
見
ら
れ
た
り
、
奥
書
の
位
置
が
極
め
て
不
自

然
な
所
に
あ
つ
た
り
し
て

い
る
。
然
し
銘

の
書
様
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
多
少
齪
雑
な
現
状
で
あ
る
に
し
て
も
、
花
園
、
後
醍
醐
の
二
帝
を
奥

二
代
と
し

て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
か
る
大
幅

の
圭
毘像

が

一
鋪
で
あ
る
の
は
珍
し

い
が
、
例

の
な

い
こ
と
で
は
な
い
。
愼
重
な
計
書

の
も
と
に
描
か
れ
た
御
影
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

そ
の
書
風
は
明
か
に
後
花
園
天
皇

の
書
様

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
妙
心
寺
に
お
け
る

い
ま

一
幅
の
臨
爲
本
に
も
後
花
園
天
皇

の
哀
賛
な
る
由
を

記
し
て
い
る
。

こ
の
時

の
玉
鳳
院
の
正
確
な
年
代

は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
建
立
を
雪
江
宗
深

の
時
代

に
置

い
て
誤
り
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

鳥
子
紙
三
枚
を
竪
に
合
せ

て
い
る
。
中
央
の
紙
が
縦

五
七

・
五
糎
で
あ

つ
て
、
糟
省
な
ど
に
.使
用
さ
れ
て

い
る
紙
よ
り
は
大
き

い
。

こ
の
時
代
に
活
躍
し
た
大
和
糟
の
作
家
は
土
佐
光
信

で
あ
り
、
光
信
に
は
後
圓
融
院
の
御
影

(雲
龍
院
蔵
)

な
ど
が
あ
る
が
、

こ
の
御
影
と
の
作
風
的

な
關
聯

は
求
め
難

い
。

哀
賛

は
御
影
の
左
方
に
、
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(8)(9)(1①(11)(1幻

予
之
警

法
印
豪
信
驚

信
所

圖
也
干
時
暦
鷹
改
元
無
射

之
候
也

と
見
え
る
。

「
奪
卑
分
脈
」
で
は

爲
信

の
あ
と
に
爲
理
を
置

い
て
い
る
。

爲
理
は

「
公
卿
補
任
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、

豪
信

は
そ
の
弟

で
あ

つ
た
ろ

う
。

「
花
園
院
哀
記
」
元
鷹

二
年
九
月
八
日

の
條
。
甲
申
、
晴
、
今
日
御
幸
栂
尾
、
朕
同
参
、
寅
剋
乗
車
出
門
、
先
寄
車
於
北
山
、
永
幅
門
院
合
乗
給
、

、准

后
又
從
三
位
實
子
、
自
元
乗
車
後
、
院
御
方
以
御
輿
先
御
幸
也
、

巳
剋
到
栂
尾
、
上
皇
自
元
御
坐
御
影
堂
也
、
朕
同
参
、
前
大
納
言
奉
爲
窩
御
影
、
召

律
師
豪
信
鷺

傭
令
爲
之
、
但
巣

似
、
此
御
髪

正
慶
所
鳶

無
豪
毛
之
理

如
喬

龍
顛

懐
薔
之
涙
難

蒙

石
水
院
、
奉
拝
脊

住

吉
醒

離

験

所
攣

過
林
芙

房

供
鯉

還
御
衰

禦

蝿

與
纂

面
、
及
晩
蓉

「門
葉
記
」
魏

断
鰍
三
又
號
入
道
親
毒

圓

嘉
暦
元
年
九
月
二
十
五
日
、
始
行
慈
鎭
和
尚
影
供
、
自
今
以
後
永
爲
毎
年
例
事
、
以
豪
信
曾
都
令
窩
小
島
殿
御
影
、
誹
大
江
維
衡
令
作
讃
、
清
書
染
愚

筆
、「

園
太
暦
」
貞
和
四
年
十

一
月
廿

七
日

の
條
。

天
晴
、
抑
今
日
豪
信
法
師
來
、
予
謁
之
、
可
爲
予
顔

云
々
者
、
先
年

風
雅
集
寛
宴
可
被
書
、
似
檜
爲
其
此
問
於
仙
洞
被
召
人

々
令
書
也
、
予
向
里
第

可

令
書
旨
沙
汰
云
々
、
傍
著

冠
、
直
衣
謁
之
、

民
部
卿
同
令
書
之
也
、

正

二
位
灌
大
納
言
京
極
爲
兼
が
政
治
家
と
し

て
波
瀾
萬
畳
の
生
涯
を
迭

つ
た

こ
と
は
、

佐
渡

に
流
さ
れ
、
土
佐

に
配
流

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る

が
、
ま
た
歌
人
と
し
て
は
玉
葉
和
歌
集
を
撰
進
し
た
人
で
も
あ

つ
て
、

「花
園
院
哀
記
」

に
も
精
し
く
爲
繋

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
當
時
京

極
殿
御
影
新
調

の
こ
と
㌧
い
え
ば
、

「
鷹
爲
鍍

の
影
を
考
慮
し

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

法
性
寺
關
白

(
藤
原
忠
通
)
か
ら
後
圓
光
院
關
白

(
鷹
司
冬
教
)
ま

で
の
囁
關
三
十
人

を
描

い
た

一
雀
で
あ
る
。

い
ま
奥
書

は
見
ら
れ
な
い
が
、
曼
殊

院
藏
森
寛
齋
筆

の
模
本

に
は
、

鯖

代
・
髪

信
法
印
禰
信
卿

筆
也
不
可
出
闘
外
耳

(
花
押
)

銘
所
染
愚
筆

也
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と
あ

る
奥

書

が
具

わ

つ
て

い
て
、

そ

の
書
形

か
ら

は
、

天

皇

影
、

大

臣
影

の
奥

書

と

同
筆

で
あ

る

ら
し

く

見

え
る

(註

ω

参

照
)
。

森

寛
齋

臨

模

の
時

に

は
奥

書

が
見
ら

れ

た

の

で
あ

ろ

う
。

豪

信

の
書

蹟

と
見

る

の
も
、

も

と

よ
り

こ
の
奥

書

に

よ
る

と

こ
ろ

が
大

き

い

の
で

あ

る
。

花

山

院
家

忠

か
ら

今

出
川

衆

季

に

至

る
大

臣

八
十

人

を
豊

い
た

一
雀

で

あ

る
。

天
皇

影

の

そ
れ

と

同
筆

で
あ

ろ
う

奥

書

に

は
、

大
臣

影

豪
信

法

印
筆

也

銘

染

愚
筆

了

不

可
出
闘

外

耳

(花

押
)

と
あ

る
。

因

み

に
天

皇

影
と

い
～
、

囁
關

、

大

臣

影

と

い

、
、

そ

の
総

て
が
窩

實

的

な
鍵

像

で

あ

る

の
は
、

古

い
書

像

に
も

よ

る
と

こ
ろ

で
あ

つ
た
ろ

う

が
、

そ

の
粉
本

も

傳

え
ら

れ

て

い
た

の
で

あ
ろ

う
。

巻

首

に
も

と

の
包

紙

の
上

書

で
あ

ろ

う
部

分

が
添

え
ら

れ

て

い

て
、

そ
れ

に

「
児

糟
光

信

筆
・

住

吉

檜
所

」

と
見

え

る
。
光

信

筆

と

あ

る

の
は
住

吉
縛

所

の
極

め

で

あ

つ

て
、

こ

の
模

本

の
原
本

と

な

つ
た
も

の
で

あ
ろ

う
。

「
看
聞

御

記
」

永

享

六
年

十

二
月

六
日

の
條

に
見

え

る

「
若

法
師

兜

檜

三
雀
」

も
、

こ

の

一
巻

の
よ
う

な
省
像

書

巻

で

あ

つ
た

ろ

う
。

ユ5花 園天皇の御影について

◎


